
「
Ｍ
Ｈ

5
4
0
ベ
ル
式
2
1
2型

Ｊ
Ａ

9
5
4
0

」

を
削
り
、

「
Ｍ
Ｈ

5
5
0
同

Ｊ
Ａ

9
5
5
0

」

を

「
Ｍ
Ｈ

5
5
0
ベ
ル
式
2
1
2型

Ｊ
Ａ

9
5
5
0

」

に
改
め
、

「
Ｍ
Ｈ

9
7
1
同

Ｊ
Ａ

9
7
1Ａ

」

を

「
Ｍ
Ｈ

9
7
1
同

Ｊ
Ａ

9
7
1Ａ

Ｍ
Ｈ

9
7
2
同

Ｊ
Ａ

9
7
2Ａ

」

に
改
め
る
。

平成™œ年š月™˜日 木曜日 第�—— 号官 報

附

則

こ
の
告
示
は
平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

第
二
十
条
第
二
号
中
「
例
に
よ
る
基
準
政
令
別
表
第
二
に
定
め
る
傷
病
の
等
級
」
を
「
総
務
省
令
別
表
第
一
に
定
め

る
傷
病
等
級
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
例
に
よ
る
基
準
政
令
別
表
第
三
に
定
め
る
障
害
の
等
級
」
を
「
総
務
省
令

別
表
第
二
に
定
め
る
障
害
等
級
」
に
改
め
る
。

第
１
号
様
式
別
紙
１
^
中
「基

準
政
令
別
表
第
二
に
定
め
る
傷
病
等
級

」
を
「非

常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補

償
の
支
給
等
に
関
す
る
省
令
（
以
下
「
総
務
省
令
」
と
い
う
。）別
表
第
一
に
定
め
る
傷
病
等
級

」
に
、「基

準
政
令
別
表

第
二
に
定
め
る
第
一
級

」
を
「総

務
省
令
別
表
第
一
に
定
め
る
第
一
級

」
に
改
め
、
同
様
式
別
紙
１
_
中
「基

準
政
令

別
表
第
三

」
を
「総

務
省
令
別
表
第
二

」
に
改
め
、
同
様
式
別
紙
１
`
中
「基

準
政
令
別
表
第
４

」
を
「総

務
省
令
別

表
第
三

」
に
、「身

体
障
害
者
福
祉
法
第
3
0条
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
療
護
施
設

」
を
「障

害
者
の
日
常
生
活
及
び
社

会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
第
５
条
第
1
2項
に
規
定
す
る
障
害
者
支
援
施
設

」
に
改
め
、
同
様
式
別
紙

１
a
中
「基

準
政
令
別
表
第
三

」
を
「総

務
省
令
別
表
第
二

」
に
改
め
る
。

第
３
号
様
式
第
３
面
３
]
中
「傷

病
の
等
級

」
を
「傷

病
等
級

」
に
改
め
、
同
様
式
第
３
面
３
^
中「障

害
の
等
級

」

を
「障

害
等
級

」
に
改
め
、
同
様
式
第
４
面
７
\
中
「基

準
政
令
別
表
第
二
の
傷
病
の
等
級

」
を
「非

常
勤
消
防
団
員

等
に
係
る
損
害
補
償
の
支
給
等
に
関
す
る
省
令
（
以
下
「
総
務
省
令
」
と
い
う
。）別
表
第
一
の
傷
病
等
級

」
に
改
め
、

同
様
式
第
４
面
７
]
中
「基

準
政
令
別
表
第
三
の
障
害
の
等
級

」
を
「総

務
省
令
別
表
第
二
の
障
害
等
級

」に
改
め
る
。

第
４
号
様
式
中
「傷

病
又
は
障
害
の
等
級

」
を
「傷

病
等
級
又
は
障
害
等
級

」
に
改
め
る
。

第
８
号
様
式
１
号
紙
２
中
「障

害
の
等
級

」
を
「障

害
等
級

」
に
改
め
、
同
様
式
２
号
紙
４
中
「社

会
保
険
事
務
所

等

」
を
「年

金
事
務
所
等

」
に
改
め
る
。

第
９
号
様
式
中
「障

害
の
等
級

」
を
「障

害
等
級

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
五
十
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
六
条
ノ
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
事
業
場
を
製
造
認
定
事
業
場
と

し
て
認
定
し
た
の
で
、
船
舶
安
全
法
の
規
定
に
基
づ
く
事
業
場
の
認
定
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第

四
十
九
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

事
業
場
の
名
称

事
業
場
の
所
在
地

認
定
に
係
る
物
件
の
範
囲

有
効
期
間

株
式
会
社
日
立
ニ
コ
ト
ラ

ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
大
宮

事
業
所

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
北
区
吉

野
町
一
丁
目
4
0
5番
地
３

軸
系
の
変
速
装
置

平
成
2
5年
３
月
1
0日
か
ら

平
成
3
0年
３
月
９
日
ま
で

〃
〃

軸
系
の
ク
ラ
ッ
チ

〃

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
五
十
一
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
六
条
ノ
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
事
業
場
を
製
造
認
定
事
業
場
と

し
て
認
定
し
た
の
で
、
船
舶
安
全
法
の
規
定
に
基
づ
く
事
業
場
の
認
定
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第

四
十
九
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

事
業
場
の
名
称

事
業
場
の
所
在
地

認
定
に
係
る
物
件
の
範
囲

有
効
期
間

三
菱
重
工
業
株
式
会
社

横
浜
製
作
所
金
沢
工
場
神
奈
川
県
横
浜
市
金
沢
区
幸

浦
一
丁
目
８
番
地
１

内
燃
機
関

平
成
2
5年
３
月
1
0日
か
ら

平
成
3
0年
３
月
９
日
ま
で

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
五
十
二
号

船
員
の
雇
用
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
二
年
法
律
第
九
十
六
号
）
第
七
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
財
団
法
人
日
本
船
員
福
利
雇
用
促
進
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
名
称
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

一

変
更
後
の
名
称

公
益
財
団
法
人
日
本
船
員
雇
用
促
進
セ
ン
タ
ー

二

変
更
年
月
日

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
六
十
五
号

海
上
保
安
庁
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
四
条
第
三
項
を
実
施
す
る
た
め
、
海
上
保
安
庁
の
航
空
機

の
番
号
及
び
標
識
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
一
日

海
上
保
安
庁
長
官

北
村

隆
志

海
上
保
安
庁
の
航
空
機
の
番
号
及
び
標
識
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

海
上
保
安
庁
の
航
空
機
の
番
号
及
び
標
識
を
定
め
る
件
（
昭
和
二
十
八
年
海
上
保
安
庁
告
示
第
十
二
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
中
型
回
転
翼
航
空
機
（
最
大
離
陸
重
量
二
、
五
〇
〇
‰

を
超
え
一
五
、
〇
〇
〇
‰

以
下
の
も
の
）
の
項
中

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
六
十
六
号

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
二
号
）
第
百

六
十
条
第
一
項
（
同
法
第
百
八
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民

の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
二
百
七
十
五
号
）
第
四
十
三
条
第
一
項
並
び
に

第
四
十
四
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
海
上
保
安
官
の
要
請
を
受
け
て
武
力
攻
撃
事

態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
の
実
施
に
必
要
な
援
助
に
つ
い
て
協
力
を
し
た
者
の
損
害
補
償
の
実
施
に

関
す
る
告
示
（
平
成
十
八
年
海
上
保
安
庁
告
示
第
七
十
五
号
）
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
一
日

海
上
保
安
庁
長
官

北
村

隆
志

海
上
保
安
官
の
要
請
を
受
け
て
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
の
実
施
に
必
要
な
援

助
に
つ
い
て
協
力
を
し
た
者
の
損
害
補
償
の
実
施
に
関
す
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

第
一
条
第
二
項
第
二
号
中
「
傷
病
の
等
級
、
障
害
の
等
級
」
を
「
傷
病
等
級
、
障
害
等
級
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
第
一
号
中
「
監
獄
」
を
「
刑
事
施
設
」
に
改
め
る
。

第
十
条
中
「
例
に
よ
る
基
準
政
令
別
表
第
二
に
定
め
る
傷
病
の
等
級
」
を
「
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償

の
支
給
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
八
年
総
務
省
令
第
百
十
号
。
以
下
「
総
務
省
令
」
と
い
う
。）別
表
第
一
に
定
め
る

傷
病
等
級
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
五
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
五
条
の
二
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第

六
条
第
七
項
」
を
「
第
六
条
第
九
項
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
中
「
第
六
条
第
六
項
第
二
号
」
を
「
第
六
条
第
八
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）

第
五
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
障
害
者
支
援
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
（
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
生
活
介
護

を
受
け
て
い
る
場
合
に
限
る
。）

第
十
四
条
第
五
号
を
削
る
。

Ÿ
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